青山荘　　フェイスシート

平成21年6月29日（月）　担当：向　奈津美　　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　　高柳　和子　　様　　　　　男・女　　　　昭和34年7月18日生（49歳）

	
	〒031-0072　八戸氏城下四丁目1番10号コーポキラク201号　　　　　　　　電話46-1389

・高柳正彦様（四男）のアパート　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	総胆管結石

	
	発症時期
	　昭和50年2月頃（16歳時）
	罹 患 期 間
	約34年

	
	入院回数
	　　　　　17回
	延べ入院年数
	約6年8ヶ月

	医療機関
	　八戸赤十字病院（主治医　遠藤Dr）
	外来受診日
	毎週木曜日（週1回）

	医療区分
	国民健康保険

（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	       円
	　　有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級　（月額　8.3　万円）

・ATMや銀行を利用したいとの希望から、2月より通帳を事務室管理とし職員同行で金融機関利用の訓練を行っている。

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘、青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　20年　10月　1日
	身長
	159cm
	体重
	52.5㎏

	最終学歴
	笹渡中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和54年　珍味加工工場（6ヶ月）　　　　　　昭和54年　スーパー惣菜作り（6ヶ月）

昭和60年～昭和62年　イチノベパン（2年）　 昭和63年　アンデス電気（1年）

平成2年　　わらべ食品（7ヶ月）

・平成3年以降は、就労はしていない。
	

	保　護　者
	氏　名　高柳　実　　様　　　　　　　　　続柄　次弟　　　（同居　・否）

	入所目的

生活訓練を受けて、一人で生活できるようになりたい。

· 自分で食べたいものを作れるようになりたい。

· みんなと仲良く生活できるようになりたい。

	入院・治療歴　初診日

1　 昭和50年　2月20日～昭和50年　4月30日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

2　 昭和50年 12月15日～昭和51年　2月20日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

3　 昭和55年　9月10日～昭和55年 11月13日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

4　 昭和56年　1月  6日～昭和56年　4月 2日　　 入院　　北陽病院

5　 昭和56年　7月      ～昭和56年 9月28日　　 入院　　北陽病院

6　 昭和57年　2月  2日～昭和57年　4月8日　　  入院　　北陽病院

7　 平成元年　 6月  5日～平成元年　 7月29日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

8 　平成3年　 5月13日～平成3年　 7月31日　 　入院　　八戸赤十字病院　精神科

9　 平成5年　 9月  9日～平成5年　10月 1日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

（平成5年9月8日左上腕骨骨折のため、当院整形外科で術後状態不安定となり精神科へ入院）

10　平成6年　 4月22日～平成6年　10月24日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

（平成6年4月21日当院整形外科で上腕骨の再手術を施行し、再度不安定となり精神科へ入院）

11 平成6年　12月17日～平成7年　 7月31日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

12 平成7年　 7月31日～平成9年　 5月  6日　　入院　　三沢聖心会病院

13　平成9年　 5月  6日～平成9年　 7月18日　　入院　　八戸赤十字病院　精神科　（肺化膿症治療のため）

14　平成9年　 7月18日～平成11年　1月  6日　　入院　　三沢聖心会病院

15　平成11年  1月  7日～平成11年　8月  7日　  入院　　八戸赤十字病院　精神科

16 平成19年　8月  9日～平成19年　8月15日　　通院　　八戸赤十字病院　消火器科（胆石治療のため）

17　平成19年  8月16日～平成20年　7月　　　　  入院　　八戸赤十字病院　精神科

	生活歴　

　軽米町で5人兄弟の長女（第2子）として出生。笹渡小学校、笹渡中学校を卒業。小・中学校共に成績は下位である。昭和49年（中学校3年）頃、斉藤外科にてバセドウ病と診断され、甲状腺の手術を受ける。昭和50年2月中旬頃より、不眠、食欲不振となり、意味不明なことを繰り返し話すため、昭和50年2月19日八戸赤十字病院精神科を初診、入院に至る。昭和52年（18歳）時、母親が死去し、その後は、八戸市内のアパートで伯母の援助や父親の金銭的な援助を受けながら一人暮らしを行っている。いくつか仕事を続けるが、どれも長続きせず家にいることが多かったとのこと。仕事を辞めた理由については、「薬を隠れて飲まなければいけないのが辛かった、対人関係も上手くいかなかった」とのこと。病院退院後は、数ヶ月で入退院を繰り返している。平成16年、父親が死去。その後は、援助をしてくれていた伯母も高齢となったため、高柳実様（次弟）が本人の面倒をみている。平成11年1月～8月まで当病院精神科入院、その後は通院加療行っている。平成19年8月10日総胆管結石・急性膵炎となり、当院消火器科入院。同年8月24日退院可能であったが、本人帰宅の不安があるため入院を希望。同年8月16日より、当院精神科にて入院加療を行っている。その後、幻聴や妄想に左右された言動はみられず、意思の疎通性も比較的良好となる。単身生活が長く、入院期間が短いことから身の回りのことは自立しており、服薬も行うことできている。平成20年7月、当院主治医より退院について話があり、本人は、「このまま入院したい」と話している。本人の面倒をみてきた高柳実様（次弟）は、本人の病状は安定してきてはいるが、調子が良い時と悪い時の波があり、悪化すると妄想に左右された発言が多くなり攻撃的となることや退院後、病状が悪化するのではないかという一人暮らしをさせることへの不安を話している。青山荘入所し少し様子を見ていきたいとの希望から、平成20年7月17日、当院田名部PSWより青山荘に入所相談があり、同年10月1日入所となっている。



	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は、保護者選任の手続きを行い高柳実様（次弟）となっている。

・伯母である鮫ノ口ツヤ様（伯母）は、八戸市城下3丁目（本八戸駅の近く）に在住。

・家族関係について、鮫ノ口ツヤ様（伯母）、高柳実様（次弟）、高柳正彦（四弟）とは電話等で交流を持っているが、忙しいことを理由に面会の機会が減少している。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年6月29日（月）

	氏　名
	   高柳　和子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　34年　7月　18日（　49歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：アパートで一人暮らしをするために生活リズムを整え、生活能力の向上を図る。

短期目標：気分の落ち込みに対する適切な対処方法を身につける。

	これまでの経過（前回評価日H21.5.18）

	【6月24日（水）】

9：00頃より「気分が落ち込み辛い」「死にたくなった」「自殺しようとしたが怖くてできなかった」との訴えあり。本人の話を傾聴するが上記内容を繰り返しており、気分の安定を図る為10：00リスパダール服用を促す。同時に、八戸赤十字病院へ連絡をとりその日の精神科の担当医を確認し、主治医である磯野Ｄｒであった為、急遽外来受診している。

　受診では、今後、気分の落ち込みがひどく自殺を考えるようであれば入院も考えるとのことだったが、今回は服薬調整にて様子を見ることとしている。処方は、抗うつ薬であるルジオミール25mg（就床前）6日分が追加となっている。（抗うつ薬は、服用し2週間程しないと効果が現れないといわれる。）

　服薬は、自己管理としていたが事務室管理へと移行している。

【6月25日（木）】

　主治医より、薬の効果について上記の説明があったが、翌朝「昨日は、ありがとうございました」「薬を飲んだら良くなりました」と表情良く話している。薬が新たに処方されたことにより安心したとのこと。以後、やや気分の高揚さ見られる。

　日中は、外出を希望し職員同行で行う。帰荘後、疲れや気分の変化等について本人に尋ねるが、「疲れも無く、ぐっすり眠れそう」と話している。終日表情良く過ごしている。

【6月26日（金）】

気分の高揚さ継続して見られる。

職員に対し、御礼が言いたい（外来同行受診してもらったことやその他気にかけてもらったこと）と事務室にくる。表情には笑顔が見られ、自分の言いたいことを一方的に話し、時折、職員の話をさえぎることがある。途中、職員の話を聞かずに話していることに自分自身で気がつくも一方的である。

◇気分の落ち込みの理由

・本人は、急に気分が落ち込むことがあり理由はわからないとのこと。

◇本人の話を傾聴する中で見えてくる要因（3点）

・兄弟や叔母様に会えないことによる孤独感・ストレス

・外来受診時、主治医に言いたいことを伝えられない（言いたいことはあるが自分の考えをその場で整理することができない）

→主治医はゆっくり話を聞いてくれない、何もわかってくれない

・上記2点についてのスタッフのフォローが感じられないとき。


	病状への対応（気分の落ち込み）
	支援内容
	支援期間

	①面会について（家族支援）
	・一度、保護者様に来荘して頂き、定期的（月1回程度）な面会や電話をしていただけるよう検討する。

→保護者様は、6月29日か30日に来荘予定

・面会時は、本人の生活状況や様子について説明する。
	随時

	②家族への電話について（本人）
	・電話について、過度になったり言いたい事を言えず終了したりする傾向にあるため、電話のかけ方（話す内容・時間・頻度）について個別SSTを行い、上記内容の技術向上を図る。

・家族に対する電話が頻回にならない様、具体的に月に電話をする回数を決める。また、電話を受け取る側の立場も考えられるよう面談や振り返りを行う事で理解を促す。
	2ヶ月

	③病状を伝える方法について

（受診援助）
	・服薬チェックノートの右半分に、日々の気分の変動や体調等を記入する欄を設ける等1週間の様子を記録し、気分の落ち込みの原因を探ったり、外来受診前には、上記支援方法を基に何を伝えたいか本人と整理したりする等外来受診時に伝えられるようにする。
	2ヶ月


プラン計画者　氏名：向　奈津美

	④不調時の対応について

（本人の対処方法）
	・現在、担当職員には不調を訴えているが、特定職員に依存する事が無い様に面談を行う際は、本人の了解を得て、他の職員にも話しを聞いてもらう。

・話し相手や外出同行する際は担当職員以外の者が一緒に行く等関係作りを行う。（一人の職員への依存を避ける）

・今後不調の際は、臨時薬の服用、外来受診すること本人へ説明し理解を促す。


	3ヶ月
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高柳繁雄様（軽米町在）住





S52年死去





H16年死去





本人（49歳）





保護者


高柳実様（階上町在住）








高柳広美様（盛岡市在住）





高柳正彦様（八戸市在住）








